
● 議会の主な活動 ●

　　 群馬県議会新春交流会

５日 上毛新聞社新年交歓会

　　 吾妻郡賀詞交換会

６日
 長野原町消防団出初め式

　　 長野原町新年交歓会

９日 成人式

18日 国県道改良等促進特別委員会

20日 小口資金等融資審査会

1 月
２日 議会運営委員会

８日

 へき地診療所運営協議会
　　　　（書面開催）

 国民健康保険運営協議会
　　　　（書面開催）

2 月

９日
 八ッ場ダム水源地域

　　　　ビジョン協議会（書面開催）

10日 優良農業後継者表彰式

15日
 全員協議会

 ２月議会臨時会

17日
 群馬県町村議会議長会

　　　　定期総会（オンライン）

22日 議会運営委員会

25日
 令和４年吾妻広域町村圏

　　　　振興整備組合議会
　　　　第１回定例会（１日目）

２日
 全員協議会

 ３月議会定例会１日目

９日 ３月議会定例会２日目

16日 ３月議会定例会３日目

3 月

 環境衛生施設組合議会

17日 衛生施設組合議会

 西吾妻福祉病院組合議会

18日 社会福祉協議会理事会

25日
 令和４年吾妻広域町村圏

　　　　振興整備組合議会
　　　　第１回定例会（２日目）
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２月臨時会や３月定例会の内容をお伝えします
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 令和４年２月１７日、群馬県町村議会議長会総会に

て一般表彰（議長、副議長４年以上在職者）が行わ

れ、本町議会より黒岩議長と浅沼議員が表彰されま

した。大変おめでとうございます。

 令和４年１月１８日、国県道改良等促進特別

委員会による町内道路整備事業（県事業）現

地視察を実施しました。

　今回の調査では中之条土木事務所長野原事

業所長の案内で、県道嬬恋応桑線小宿橋工区

の現地視察を行い、進捗状況などを確認しま

した。
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ドできます

国県道改良等促進特別委員会

浅沼議員 黒岩議長

表紙：北軽井沢小学校卒業式

　令和４年３月２４日（木）に長野原町内の小学校で卒業式
が行われ、卒業生たちは、涙と笑顔で学び舎に別れを告げ
ました。今年の町内小・中学校の卒業生は、小学校３５名、
中学校４０名でした。
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２月臨時会と３月定例会で

こんなことが決まりました
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○２月臨時会（会期2/15）

　専決処分   　　　　　………　２件

　補正予算   　　　　　………　１件

　その他 　  　　　　　………　１件

　合　計　　　　　　　………　４件

　主なものを当㌻より掲載します。

○３月定例会（会期3/2ー16）

　発議　　　　　　　　………　１件

　人事案件   　　　　　………　４件

　条例制定・改正　　　………　６件

　補正予算　　　　　　………　８件

　当初予算　　　　　　……　１１件

　その他　　　　　　　………　２件

　合　計　　　　　　　……　３２件

■未就学児１人に係る均等割額（年額）

関連㌻

６－７

－

議案番号

１号

承
　
認

議
　
案

発
議
案

議　案　名

財産の無償譲渡（光ファイバケーブル設備等）

内　　容

専決処分の承認 令和３年度の一般会計を補正するもの。

東日本電信電話（株）に光ファイバケーブル設備

等を無償譲渡するもの。

６－７２号 令和３年度一般会計補正予算 令和３年度の一般会計を補正するもの。

■２月臨時会で可決した議案一覧

７割軽減世帯

５割軽減世帯

２割軽減世帯

上記以外の世帯

改正前

１１,７００円

１９,５００円

３１,２００円

３９,０００円

改正後

　５,８５０円

　９,７５０円

１５,６００円

１９,５００円

未就学児とは？

⇒６歳に達する日以降の最初の３月３１日以前である者。

１号

２号

‐

関連㌻

４

４

議案番号

１号

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

同
　
意

諮
　
問

議　案　名

人権擁護委員候補者の推薦

内　　容

固定資産評価審査委員会委員の選任同意

委員の任期満了に伴い、一場氏（新任）・亀井氏

（新任）・小林氏（再任）の選任について同意を

求めるもの。

委員の任期満了に伴い、浅井氏（新任・北軽井

沢）を適任として承認を求めるもの。

組織団体の名称変更、退職手当支給事務手続きに

ついて所要の整備を行うため協議が必要となった

もの。

館林市が事務の共同処理に加わることに伴い協議

が必要となったもの。

八ッ場ダム建設等事業の完了に伴い組織機構体制

の改革が必要となり改正するもの。

消防庁からの通達により非常勤消防団員の費用弁

償に係る基準の見直しに伴い改正するもの。

医療職給料表に４級を創設するもの。

国家公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴

い改正するもの。

健康保険法等の改正に伴い改正するもの。

中小企業者の返済負担軽減のため借換制度を引き

続き継続し資金繰りを支援するため一部改正する

もの。

令和３年度一般会計予算や国民健康保険など７特

別会計予算を補正するもの。

令和４年度の各会計予算を定めるもの。

当該決議書について関係機関へ提出するもの。

－１号
群馬県市町村総合事務組合規約の変更に

関する協議

－２号
群馬県市町村公平委員会を共同設置する

地方公共団体の数の増加及び規約の変更

５３号 課設置条例等の一部改正

４４号
消防団員の定数、任免、給与、服務等に

関する条例の一部改正

－５号 職員の給与に関する条例の一部改正

－６号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正

２７号 国民健康保険税条例の一部改正

－８号 小口資金融資促進条例の一部改正

６－７令和３年度一般会計・７特別会計補正予算

８－10
令和４年度一般会計・８特別会計・

２事業会計予算

４１号
ロシアのウクライナ侵攻に対し厳重に

抗議する決議について

■３月定例会で可決した議案一覧

１号

３号

‐

９号

16号

‐

17号

27号

‐
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ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１　 　　４５　　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１

３月定例会（人事案件・条例改定）

議会全員協議会の内容を紹介します
３月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

●新型コロナウイルス感染症に対する対応について

　新型コロナワクチン追加接種（３回目）の進捗状況や１１歳以下のワクチン接種について説明を受けま

した。質問は、１１歳以下の希望調査の結果などについて行われました。

●坪井福祉住宅グループホームについて

　３月２５日に改修工事が完了し、その後体験入所などが実施

されると説明を受けました。質問は、定員や希望人数、施設の

拡充などについて行われました。

●町バイオマス産業都市構想策定の経過について

　構想策定を目指し３度の策定委員会を開催し検討を重ね、令和３年度内に素案完成を目指し進めてい

ると説明を受けました。質問は、バイオマス資源が継続的に確保できるかなどについて行われました。

●学校統合と空き校舎の利活用について

　浅間小となる西中学校の改修スケジュールや空き校舎の

利活用などについて説明を受けました。質問は、空き校舎の

利活用において町民の意見を反映できる体制確保などにつ

いて行われました。

発 

議

人
事
案
件

条
例
改
正

（１）固定資産評価審査委員会委員（敬称略）

（２）人権擁護委員（敬称略）

　八ッ場ダム建設工事等事業の完了に伴い、今後の重要施策を進めるため未来ビジョン推

進課の新設など組織機構体制を改正するものです。新たな組織体制は下表のとおりです。

未来の町づくりのために

条
例
改
正

　消防庁による非常勤消防団員の報酬

等の基準の制定を踏まえ、消防団員の

処遇改善を図るため新たな報酬額を定

めるものです。

消防団員の
処遇改善

現行

水火災及び遭難救助の場合

１回につき１,８００円

改正後

水火災及び警戒、遭難救助の場合

（１）４時間未満出動、

　　１日につき　４,０００円

（２）４時間以上出動、

　　１日につき　８,０００円

※１回の出動に対し発報から解散まで４時間以

上かつ日をまたぐときは２日の出動とする。

氏　名

一場　茂樹

亀井　信一

小林　　寛

地　区

羽根尾

応桑

林

備　考

新任

新任

再任（２期目）

氏　名

浅井　有子

地　区

北軽井沢

備　考

新任

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
左
表
の
と
お
り
任
命
同
意
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
２
期
６
年
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
た
山
口
次
夫
氏
と
４
期
12
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
丸

山
富
三
氏
は
退
任
と
な
り
、
後
任
に
そ
れ
ぞ
れ
一
場
茂
樹
氏
と
亀

井
信
一
氏
が
適
任
と
承
認
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
に
は
、
今
期
限
り
で
退
任
と
な
る
浅
井

美
代
子
氏
の
後
任
と
し
て
、
浅
井
有
子
氏
を
適
任
と
承
認
し
ま
し

た
。 各

行
政
委
員
を
選
任

　２
月
24
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ
っ

て
、
幼
い
子
ど
も
を
含
む
多
数
の
一
般
市
民
が
犠
牲
と
な
る
報
道
に
は
、
憂
慮
に
堪
え

な
い
。
そ
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領
土
の
一
体
性
を
著
し
く
侵
害
し
、
武
力

の
行
使
を
禁
ず
る
国
連
憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
り
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更

を
認
め
な
い
と
い
う
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
極
め
て
深
刻
な
事
態
で
、
断
じ
て

許
さ
れ
ず
、
厳
し
く
非
難
す
る
。

　私
た
ち
長
野
原
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
攻
撃
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
侵
害
に

強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
、
ロ
シ
ア
軍
が
即
時
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
。

　採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
関
係
機
関
へ
決
議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
軍
が
即
時
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

撤
退
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

旧課名等 新課名等 主な業務

企画政策課

ダム対策課

産業課　観光商工係

産業課　農林係 農林課　農林係

未来ビジョン推進課

　水源地域振興係

　観光商工係

移住、定住、ジオパーク、

フィルムコミッション、浅間園、

八ッ場ダム、観光、商工に関すること。

農林道、農林業に関すること。
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発 

議

人
事
案
件

条
例
改
正
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１２月定例会（請願陳情）

■３月定例会（3/2）

　一般会計補正予算（第１０号）

　　3 億 669 万円増額 ( 計 49 億 7,084 万円 )

[補正による主な事業]

地域活性化商品券支給事業
１月１日現在、町に住民登録のある方１人あ

たり１万円の商品券を配付する。

各種予防事業
抗原検査キット５００セット購入するもの。

100万円
5,635万円

質
疑
応
答

西
吾
妻
福
祉
病
院
組
合

旧
六
合
村
分
の
負
担
金

は　
　
　
牧
山
議
員
　
西
吾
妻

　
　
　
福
祉
病
院
組
合
旧
六

合
村
分
の
負
担
金
に
つ
い

て
、
全
額
減
額
補
正
を
し
て

い
る
が
、
決
着
は
つ
い
た
の

か
。

合
意
、
今
後
支
払
い
な

い　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
中

　
　
　
之
条
町
と
交
渉
し
、

合
意
に
至
っ
た
た
め
今
後
支

払
い
は
な
い
。

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費

の
利
用
状
況
は

　
　
　
大
羽
賀
議
員
　
居
宅

　
　
　
介
護
住
宅
改
修
費
に

つ
い
て
、
近
年
、
居
宅
で
介

護
す
る
人
が
多
い
と
思
う

が
、
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

今
年
度
、
11
件
の
利
用

　
　
　
町
民
生
活
課
長
　
手

　
　
　
摺
り
や
お
風
呂
の
改

修
で
今
年
度
11
件
89
万
円
の

実
績
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
を
機
に
事
業
の

見
直
し
を

　
　
　
梶
野
議
員
　
毎
年
同

　
　
　
じ
よ
う
な
形
で
事
業

を
実
施
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
の

状
況
次
第
で
は
成
り
立
た
な

い
た
め
、
こ
れ
を
機
に
事
業

の
開
催
方
法
な
ど
を
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

事
業
を
精
査
し
実
施

　
　
　
総
務
課
長
　
施
政
方

　
　
　
針
に
基
づ
き
、
町
民

に
必
要
な
も
の
、
役
立
つ
事

業
を
精
査
し
た
上
で
進
め
て

い
き
た
い
。

　２月末日までに受理された陳情１件は、３月議会定例会

（２日）に所管の常任委員会へ付託・審議されました。

■請願・陳情の審査結果一覧

受理番号 提　出　者 内　　容 結　果

１号
町道６－１６号線の拡幅を

求めるもの
採　択

大津区長

嶋村　明

件　名

草木原地区町道

６－１６号線の

拡幅について

産
業
建
設

町道 6-16 号線 拡幅

基　金　名

財政調整基金

多目的基金

減債基金

八ッ場ダム周辺整備事業施設管理基金

教育施設等整備基金

増　減

2億3,462万円

1,579万円

1,831万円

0円

3億17万円

残　高

28億5,875万円

1億6,268万円

6億9,810万円

22億5,269万円

3億2,619万円

■令和３年度末の主な基金状況（千円以下切捨）

主な“基金”の目的は？
令和３年度末現在

町の基金状況
　基金は特定の目的で条例により設置することができる資金や

財産のことです。

令和３年度末の主な基金状況は下表のとおりとなっています。

■財政調整基金
　災害復旧やその他財源不足などへ充てる積
立基金

■多目的基金
　一般行政に必要な施設の整備、農業や観光
振興事業などの必要資金に充てる基金

■減債基金
　町債償還（借金返済）へ充てるための基金

■八ッ場ダム周辺整備事業施設管理基金
　ダム関連施設の維持管理に充てるための基
金

■教育施設等整備基金
　教育・文化施設整備等の推進に必要資金に
充てるための基金

令和３年度

各会計

補正予算

■２月臨時会（2/15）

　一般会計補正予算（第７号） [ 専決処分]

　　3,500 万円増額 ( 計 44 億 9,214 万円 )

　一般会計補正予算（第８号） [ 専決処分]

　　1億 5,375 万円増額 ( 計 46 億 4,589 万円 )

　一般会計補正予算（第９号）

　　1,825 万円増額 ( 計 46 億 6,414 万円 )

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

簡易水道事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介護保険

浄化槽整備事業

補正額

△38万円

80万円

△1,002万円

△689万円

△627万円

△2,516万円

△14万円

補正後総額

7億3,601万円

9,889万円

1億3,985万円

9,672万円

7,438万円

6億6,111万円

512万円

■表　特別会計補正予算一覧（３月定例会）

（千円以下切捨）

一般会計

学
校
統
合
に
向
け
整
備
基
金
の

積
立
な
ど
可
決
す
る
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き
、
町
民

に
必
要
な
も
の
、
役
立
つ
事

業
を
精
査
し
た
上
で
進
め
て

い
き
た
い
。

　２月末日までに受理された陳情１件は、３月議会定例会

（２日）に所管の常任委員会へ付託・審議されました。

■請願・陳情の審査結果一覧

受理番号 提　出　者 内　　容 結　果

１号
町道６－１６号線の拡幅を

求めるもの
採　択

大津区長

嶋村　明

件　名

草木原地区町道

６－１６号線の

拡幅について

産
業
建
設

町道 6-16 号線 拡幅

基　金　名

財政調整基金

多目的基金

減債基金

八ッ場ダム周辺整備事業施設管理基金

教育施設等整備基金

増　減

2億3,462万円

1,579万円

1,831万円

0円

3億17万円

残　高

28億5,875万円

1億6,268万円

6億9,810万円

22億5,269万円

3億2,619万円

■令和３年度末の主な基金状況（千円以下切捨）

主な“基金”の目的は？
令和３年度末現在

町の基金状況
　基金は特定の目的で条例により設置することができる資金や

財産のことです。

令和３年度末の主な基金状況は下表のとおりとなっています。

■財政調整基金
　災害復旧やその他財源不足などへ充てる積
立基金

■多目的基金
　一般行政に必要な施設の整備、農業や観光
振興事業などの必要資金に充てる基金

■減債基金
　町債償還（借金返済）へ充てるための基金

■八ッ場ダム周辺整備事業施設管理基金
　ダム関連施設の維持管理に充てるための基
金

■教育施設等整備基金
　教育・文化施設整備等の推進に必要資金に
充てるための基金

令和３年度

各会計

補正予算

■２月臨時会（2/15）

　一般会計補正予算（第７号） [ 専決処分]

　　3,500 万円増額 ( 計 44 億 9,214 万円 )

　一般会計補正予算（第８号） [ 専決処分]

　　1億 5,375 万円増額 ( 計 46 億 4,589 万円 )

　一般会計補正予算（第９号）

　　1,825 万円増額 ( 計 46 億 6,414 万円 )

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

特別会計

国民健康保険

へき地診療所

簡易水道事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介護保険

浄化槽整備事業

補正額

△38万円

80万円

△1,002万円

△689万円

△627万円

△2,516万円

△14万円

補正後総額

7億3,601万円

9,889万円

1億3,985万円

9,672万円

7,438万円

6億6,111万円

512万円

■表　特別会計補正予算一覧（３月定例会）

（千円以下切捨）

一般会計

学
校
統
合
に
向
け
整
備
基
金
の

積
立
な
ど
可
決
す
る



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１　 　８９　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１

令和４年度 長野原町の

　　　予算
令和４年度長野原町の予算

令和４年度一般会計当初予算

43億3,373万9千円
前年度より2億4,043万6千円 増

一 般 会 計

希
望
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

生
き
る
力
を
育
む
町
へ

　

３
月
９
日
定
例
会
２
日
目

に
、
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
可
決

と
な
っ
た
一
般
会
計
当
初
予
算

は
約
43
億
円
。
予
算
使
途
が
限

定
さ
れ
る
８
特
別
会
計
や
水
道

関
連
２
事
業
会
計
は
、
約
20
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は

「
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

生
き
る
力
を
育
む
町
へ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 令和４年度各特別会計当初予算

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

合　　計

予 算 額

7億3,086万2千円

9,559万3千円

1億1,578万円

1億27万9千円

7,886万8千円

6億7,770万7千円

9,940万9千円

535万8千円

19億385万6千円

前年度比

 101.2%

105.9%

123.6%

96.7%

97.7%

101.3%

108.9%

101.8%

102.6%

■ 令和４年度各企業会計当初予算

前年度比

99.9%

99.9%

108.1%

前年度比

99.9%

99.9%

36.3%

117.0%

企業会計名

浅間高原

水　道

企業会計名

北軽井沢

簡易水道

予　算　額

収益的収入

収益的支出

資本的支出

予　算　額

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

4,721万4千円

4,721万4千円

2,897万3千円

7,084万6千円

7,084万6千円

66万7千円

3,291万5千円

0 20 40 60 80 100

町民税
（18.6％）
3億1,012万円

固定資産税（76.6％）
12億7,709万円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■ 令和４年度町税の内訳

0

50億

100億

150億

200億

4年30年 31年 2年 3年

約
41
億
円

約
50
億
円

約
153
億
円

約
138
億
円

■ 一般会計予算推移（概数）

使用料及び手数料

（2.6％）

1億1,175万2千円                               

町税（38.4％）

16億6,552万5千円

県支出金（4.3％）

1億8,668万3千円

地方交付税（24.7％）

10億7,183万6千円

町債（5.8％）

2億5,110万1千円

国庫支出金（5.4％）

2億3,334万円

その他（4.8％）

2億990万7千円

繰入金（8.1％）

3億5,222万9千円

その他（5.8％）

2億5,136万6千円

土木費土木費（8.6％）

3億7,055万6千円

衛生費（14.5％）

6億2,858万5千円
民生費（14.7％）

6億3,599万5千円

商工費（1.6％）

7,116万円

教育費（15.4％）

6億6,832万円

消防費（4.5％）

1億9,534万7千円

公債費（10.9％）

4億7,152万円

農林水産業費（6.4％）

2億7,781万2千円

議会費（1.3％）

5,792万4千円

総務費（22.0％）

9億5,494万4千円

予備費他（0.7％）

157万6千円

一般会計歳入 一般会計歳出

（千円以下切捨）

特 別 会 計

　　　　

町
長
施
政
方
針
の

     

８
つ
の
目
標

※項目ごとに表示しているため、合計金額及び構成比率に差異が生じる場合があります。

町
長
施
政
方
針
の

     

８
つ
の
目
標

一
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

　
　交
通
対
策

二
、
情
報
格
差
の
解
消

三
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

四
、
学
校
統
合
と
空
き
校
舎
の

　

　
　利
活
用

五
、
農
林
福
連
携
か
ら
始
め
る

　

　
　バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

六
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

七
、
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
の

　
　発
信
と
教
育
旅
行
の
誘
致

八
、
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
し
て

　
　い
け
る
地
域
づ
く
り

町
長
施
政
方
針

約
43
億
円

入湯税（0.5％）

877万円
軽自動車税（1.6％）

2,769万円
町たばこ税（2.5％）

 4,184万円

内、国有資産等所在市町村
交付金7億2,883万円（ ）
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令和４年度 長野原町の

　　　予算
令和４年度長野原町の予算

令和４年度一般会計当初予算

43億3,373万9千円
前年度より2億4,043万6千円 増

一 般 会 計

希
望
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

生
き
る
力
を
育
む
町
へ

　

３
月
９
日
定
例
会
２
日
目

に
、
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
可
決

と
な
っ
た
一
般
会
計
当
初
予
算

は
約
43
億
円
。
予
算
使
途
が
限

定
さ
れ
る
８
特
別
会
計
や
水
道

関
連
２
事
業
会
計
は
、
約
20
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は

「
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

生
き
る
力
を
育
む
町
へ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 令和４年度各特別会計当初予算

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

合　　計

予 算 額

7億3,086万2千円

9,559万3千円

1億1,578万円

1億27万9千円

7,886万8千円

6億7,770万7千円

9,940万9千円

535万8千円

19億385万6千円

前年度比

 101.2%

105.9%

123.6%

96.7%

97.7%

101.3%

108.9%

101.8%

102.6%

■ 令和４年度各企業会計当初予算

前年度比

99.9%

99.9%

108.1%

前年度比

99.9%

99.9%

36.3%

117.0%

企業会計名

浅間高原

水　道

企業会計名

北軽井沢

簡易水道

予　算　額

収益的収入

収益的支出

資本的支出

予　算　額

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

4,721万4千円

4,721万4千円

2,897万3千円

7,084万6千円

7,084万6千円

66万7千円

3,291万5千円

0 20 40 60 80 100

町民税
（18.6％）
3億1,012万円

固定資産税（76.6％）
12億7,709万円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■ 令和４年度町税の内訳

0

50億

100億

150億

200億

4年30年 31年 2年 3年

約
41
億
円

約
50
億
円

約
153
億
円

約
138
億
円

■ 一般会計予算推移（概数）

使用料及び手数料

（2.6％）

1億1,175万2千円                               

町税（38.4％）

16億6,552万5千円

県支出金（4.3％）

1億8,668万3千円

地方交付税（24.7％）

10億7,183万6千円

町債（5.8％）

2億5,110万1千円

国庫支出金（5.4％）

2億3,334万円

その他（4.8％）

2億990万7千円

繰入金（8.1％）

3億5,222万9千円

その他（5.8％）

2億5,136万6千円

土木費土木費（8.6％）

3億7,055万6千円

衛生費（14.5％）

6億2,858万5千円
民生費（14.7％）

6億3,599万5千円

商工費（1.6％）

7,116万円

教育費（15.4％）

6億6,832万円

消防費（4.5％）

1億9,534万7千円

公債費（10.9％）

4億7,152万円

農林水産業費（6.4％）

2億7,781万2千円

議会費（1.3％）

5,792万4千円

総務費（22.0％）

9億5,494万4千円

予備費他（0.7％）

157万6千円

一般会計歳入 一般会計歳出

（千円以下切捨）

特 別 会 計

　　　　

町
長
施
政
方
針
の

     

８
つ
の
目
標

※項目ごとに表示しているため、合計金額及び構成比率に差異が生じる場合があります。

町
長
施
政
方
針
の

     

８
つ
の
目
標

一
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な

　
　交
通
対
策

二
、
情
報
格
差
の
解
消

三
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

四
、
学
校
統
合
と
空
き
校
舎
の

　

　
　利
活
用

五
、
農
林
福
連
携
か
ら
始
め
る

　

　
　バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

六
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

七
、
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
の

　
　発
信
と
教
育
旅
行
の
誘
致

八
、
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
し
て

　
　い
け
る
地
域
づ
く
り

町
長
施
政
方
針

約
43
億
円

入湯税（0.5％）

877万円
軽自動車税（1.6％）

2,769万円
町たばこ税（2.5％）

 4,184万円

内、国有資産等所在市町村
交付金7億2,883万円（ ）



議会傍聴のご案内

一 般 質 問
ここが知りたい！

○長野原町役場ホームページのトップページから「長野原町議会」⇒「動画配信」

（https://www.town.naganohara.gunma.jp/www/index.html）

質 問 者

浅沼　克行　議員

星河　明彦　議員

大羽賀　進　議員

牧山　　明　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

12

13

14

15

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（本会議

前に開催される全員協議会も傍聴

可能となりました。）傍聴される

際は議会開催日に議場までお越し

いただき、受付票に必須事項を記

入、受付箱に投函して傍聴をお願

い致します。なお、開会時間は開

催日により異なり「くらしのカレ

ンダー」などで掲載している日程

も変更となる場合があります。

　現在、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、マスクの着用、

手指消毒、検温、傍聴人数の制限

の協力をお願いしております。

　また、平熱を上回る発熱のある

方、体調のすぐれない方、せき、

くしゃみの症状のある方には、傍

聴をご遠慮いただいております。

ご不明な点は、長野原町議会事務

局（☎0279-82-3019）までお問

合せください。

-議会開催予定-

高齢者の交通対策について

施政方針について

高齢者支援の拡充について

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

あなたも議会を傍聴しませんか？

視聴方法

視聴はこちらから

令和４年５月

臨時会
12日（木）

令和４年６月

定例会
７日（火）
17日（金）

令和２年１２月以降の定例会一般質問の様子をインターネット配信しています。

YouTubeで議会の様子を録画配信中 !

一般質問とは？

⇒一般質問は、執行機関が提出した議案と関係なく、町の行政全般に

　わたって、議員個人が執行機関に質問し、見解を求めるもの。

バイオマス産業都市構想に食料・エネルギー
の自給と、素晴らしい環境は未来の子ども達
への贈物だという基本哲学を盛込むべき

①バイオマス産業都市
　構想事業

（事業費：523万円）

　木質や家畜排せつ物、食物残

渣などを地域内で収集、運搬、

製造、利用まで経済性が確保さ

れた一環システム構築などを行

います。

令和４年度町の主な事業　令和４年度の主な事業を一部紹介します。

　一般会計当初予算は「明るく活力のある町づ

くり」を実現させるため、交通対策や農林福連

携事業など様々な事業を予定しています。

（千円以下切捨）

②資源化ゴミ回収事業
（事業費：188万円）

　各地区に資源化ゴミ回収ボッ

クスを設置し、プラスチックゴ

ミ、陶器類、ビン類などの分別

を強化し、分別（リサイクル）

を進めていきます。

③町アプリ制作事業
（事業費：2,818万円）

　日々の生活に必要な情報を簡

単に確認できる暮らしに役立つ

アプリ制作などを行います。

④くらしのハンドブック
　作成事業

（事業費：114万円）

　（一社）つなぐカンパニーな

がのはらと連携し、町民の暮ら

しに役立つハンドブックを作成

します。

⑤八ッ場ダム完成記念
　イベント事業

（事業費：485万円）

　八ッ場ダム完成の記念イベン

トを実施します。

⑥番号カード普及
　促進事業

（事業費：4,698万円）

　マイナンバーカード普及促進

のため、マイナンバーカードを

既にお持ちの方及び新規で取得

された方に商品券１人１万円を

交付します。

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１　  １０１１　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１
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質 問 者

浅沼　克行　議員

星河　明彦　議員

大羽賀　進　議員

牧山　　明　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

12

13

14

15

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（本会議

前に開催される全員協議会も傍聴

可能となりました。）傍聴される

際は議会開催日に議場までお越し

いただき、受付票に必須事項を記

入、受付箱に投函して傍聴をお願

い致します。なお、開会時間は開

催日により異なり「くらしのカレ

ンダー」などで掲載している日程

も変更となる場合があります。

　現在、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、マスクの着用、

手指消毒、検温、傍聴人数の制限

の協力をお願いしております。

　また、平熱を上回る発熱のある

方、体調のすぐれない方、せき、

くしゃみの症状のある方には、傍

聴をご遠慮いただいております。

ご不明な点は、長野原町議会事務

局（☎0279-82-3019）までお問

合せください。

-議会開催予定-

高齢者の交通対策について

施政方針について

高齢者支援の拡充について

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

あなたも議会を傍聴しませんか？

視聴方法

視聴はこちらから

令和４年５月

臨時会
12日（木）

令和４年６月

定例会
７日（火）
17日（金）

令和２年１２月以降の定例会一般質問の様子をインターネット配信しています。

YouTubeで議会の様子を録画配信中 !

一般質問とは？

⇒一般質問は、執行機関が提出した議案と関係なく、町の行政全般に

　わたって、議員個人が執行機関に質問し、見解を求めるもの。

バイオマス産業都市構想に食料・エネルギー
の自給と、素晴らしい環境は未来の子ども達
への贈物だという基本哲学を盛込むべき

①バイオマス産業都市
　構想事業

（事業費：523万円）

　木質や家畜排せつ物、食物残

渣などを地域内で収集、運搬、

製造、利用まで経済性が確保さ

れた一環システム構築などを行

います。

令和４年度町の主な事業　令和４年度の主な事業を一部紹介します。

　一般会計当初予算は「明るく活力のある町づ

くり」を実現させるため、交通対策や農林福連

携事業など様々な事業を予定しています。

（千円以下切捨）

②資源化ゴミ回収事業
（事業費：188万円）

　各地区に資源化ゴミ回収ボッ

クスを設置し、プラスチックゴ

ミ、陶器類、ビン類などの分別

を強化し、分別（リサイクル）

を進めていきます。

③町アプリ制作事業
（事業費：2,818万円）

　日々の生活に必要な情報を簡

単に確認できる暮らしに役立つ

アプリ制作などを行います。

④くらしのハンドブック
　作成事業

（事業費：114万円）

　（一社）つなぐカンパニーな

がのはらと連携し、町民の暮ら

しに役立つハンドブックを作成
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星河　明彦　議員
ほしかわほしかわ あきひこ

浅沼　克行　議員
あさぬま かつゆき

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

本
目
標
な
ど
含
ん
だ
計
画
を

作
成
し
た
後
に
、
地
域
の
特

性
を
充
分
に
踏
ま
え
、
必
要

と
な
る
個
別
の
実
施
計
画
を

別
に
定
め
て
、
事
業
を
実
施

す
る
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
と
の
包

括
連
携
協
定
で
は
、
目
的
達

成
の
具
体
的
な
計
画
内
容
の

協
議
と
財
政
支
援
を
確
認
し

た
上
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
組
み
込
み
事
業
を
進
め

て
行
き
た
い
。

②
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
事
業
を

活
用
し
、
事
業
者
と
協
議
調

整
を
図
り
秋
以
降
に
約
20
回

程
度
の
無
料
講
習
会
を
開
催

す
る
。
講
習
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
基
本
的
な
操
作
か
ら
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や

　
　
　
町
長
就
任
以
来
、
外 

　
　
　
出
支
援
バ
ス
の
新
設
、

福
祉
バ
ス
の
拡
充
等
、
交
通

弱
者
に
対
す
る
対
策
を
打
ち

出
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
方

な
ど
か
ら
好
評
を
得
て
い
る

と
思
う
が
、
利
用
し
て
い
る

方
の
話
し
を
聞
く
と
、
色
々

な
面
で
不
自
由
を
感
じ
て
い

る
。
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

拡
充
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
本
町
で
は
高

　
　
　
齢
者
の
交
通
対
策
と

し
て
、
通
院
の
た
め
の
支
援

と
し
て
福
祉
バ
ス
を
、
買
い

物
等
の
支
援
と
し
て
外
出
支

援
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。

今
年
度
、
増
便
し
て
利
用
者

数
も
増
加
し
て
い
る
が
、
ま

だ
運
行
経
路
等
改
善
の
必
要

　
　
　
町
長
　
施
政
方
針
に

　
　
　
も
書
い
た
が
、
町
に

は
JR
鉄
道
が
走
り
、
そ
の
う

ち
４
駅
を
当
町
に
有
し
、
バ

ス
会
社
も
２
社
、
タ
ク
シ
ー

会
社
も
２
社
、
学
校
統
合
が

進
む
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
町
全
域
を
走
る
こ

と
に
な
る
。
決
し
て
恵
ま
れ

て
い
な
い
地
域
で
は
な
い
と

捉
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
業
者
が
う
ま
く

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
民
が
さ
ら
に
便
利
に
利
用

し
や
す
く
な
る
と
考
え
て
い

る
。
令
和
４
年
度
に
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
地
域
公

施政方針について
①アクションプランの提示

②デジタル化推進
高齢者の交通対策について

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
高
齢
者
以
外
も
含
め
た

交
通
弱
者
目
線
で
の
ニ
ー
ズ

を
洗
い
出
し
、
新
た
な
地
域

公
共
交
通
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
施
政
方
針
で
８
つ
の

　
　
　
目
標
を
掲
げ
、
そ
の

ト
ッ
プ
に
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
交
通
対
策
を
う
た
っ
て

い
る
。
交
通
弱
者
に
対
す
る

交
通
対
策
や
福
祉
バ
ス
な
ど

の
拡
充
を
し
て
い
く
と
と
も

に
町
に
は
、
路
線
バ
ス
会
社

が
2
社
。
タ
ク
シ
ー
会
社
が

2
社
あ
る
の
で
、
民
間
業
者

と
の
連
携
を
強
め
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
学
校
統
合
が
進
む

こ
と
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
も
増
え
る
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
踏
ま
え
今
後
の
交
通

対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
。

　
ま
た
、
町
で
運
営
し
て
い

る
福
祉
バ
ス
、
外
出
支
援
バ

ス
の
拡
充
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

　
公
共
交
通
以
外
に
も
、
交

通
弱
者
、
体
力
の
な
い
方
を

助
け
る
方
法
は
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
色
々
な
意
見
や
議

員
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を

ど
の
よ
う
に
形
に
し
助
け
て

い
け
る
か
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
を
も
う
一
度

見
直
し
、
考
え
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
も
活
用
し
な
が
ら

未
来
の
地
域
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

改
め
て
議
会
や
ま
ち
、
地
域

住
民
で
言
葉
を
交
わ
せ
る
場

を
持
ち
た
い
。

専
用
サ
イ
ト
の
利
用
方
法
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
①
民
間
企
業
と
包
括

　
　
　
連
携
協
定
を
結
ん
で
、

事
業
を
進
め
て
い
く
と
思
う

が
、
民
間
企
業
と
行
政
の
基

本
的
な
考
え
方
、
仕
事
の
進

め
方
は
違
う
と
思
う
。
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
示
し
、
い

つ
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
る
の
か
わ
か
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

②
施
政
方
針
の
中
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
デ
ジ
タ

ル
化
の
第
一
歩
と
捉
え
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
既
に

持
っ
て
い
る
方
、
新
規
取
得

し
た
方
に
１
人
１
万
円
の
商

品
券
を
配
り
普
及
促
進
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
、
取
得

し
た
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
普

及
は
進
ま
な
い
と
思
う
。
町

独
自
の
取
り
組
み
を
考
え
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
推

進
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
①
地
域
公
共
交
通
計

　
　
　
画
、
農
林
福
連
携
か

ら
始
め
る
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
構
想
な
ど
計
画
の
策
定

を
行
う
案
件
や
既
に
完
成
し

た
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画

に
つ
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

②
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い

て
、
住
民
の
防
災
や
健
康
管

理
、
独
居
老
人
の
見
守
り
の

町
ア
プ
リ
は
素
晴
ら
し
い
施

策
と
思
う
。
機
能
制
限
し
た

モ
バ
イ
ル
を
無
償
提
供
し
、

事
業
を
開
始
と
の
事
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
高
齢
者
に
レ
ク

チ
ャ
ー
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
町
長
　
①
ア
ク
シ
ョ

　
　
　
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

各
種
計
画
に
お
い
て
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ
き
基

　
　
　町
長
　
①
町
民
に
提

　
　
　
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

し
っ
か
り
と
形
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
示
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間

企
業
の
参
入
も
考
え
ら
れ
る

し
、
今
後
、
様
々
な
行
政
手
続

き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る

中
で
本
人
確
認
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
公
的

な
最
高
位
の
本
人
確
認
ツ
ー

ル
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
が
行
政

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
カ

ギ
を
握
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
来
年
度
コ
ン
ビ
ニ
で
印
鑑

証
明
と
住
民
票
を
交
付
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す

る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
来
年
度
、
１
人
１
万
円

の
商
品
券
を
配
付
す
る
事
業

を
展
開
す
る
決
断
を
し
た
。

新
た
な
地
域
公
共
交
通
を

検
討
し
て
い
く

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

生
き
る
力
を
育
む
町
へ
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方
の
話
し
を
聞
く
と
、
色
々

な
面
で
不
自
由
を
感
じ
て
い

る
。
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

拡
充
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
本
町
で
は
高

　
　
　
齢
者
の
交
通
対
策
と

し
て
、
通
院
の
た
め
の
支
援

と
し
て
福
祉
バ
ス
を
、
買
い

物
等
の
支
援
と
し
て
外
出
支

援
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。

今
年
度
、
増
便
し
て
利
用
者

数
も
増
加
し
て
い
る
が
、
ま

だ
運
行
経
路
等
改
善
の
必
要

　
　
　
町
長
　
施
政
方
針
に

　
　
　
も
書
い
た
が
、
町
に

は
JR
鉄
道
が
走
り
、
そ
の
う

ち
４
駅
を
当
町
に
有
し
、
バ

ス
会
社
も
２
社
、
タ
ク
シ
ー

会
社
も
２
社
、
学
校
統
合
が

進
む
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
町
全
域
を
走
る
こ

と
に
な
る
。
決
し
て
恵
ま
れ

て
い
な
い
地
域
で
は
な
い
と

捉
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
業
者
が
う
ま
く

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
民
が
さ
ら
に
便
利
に
利
用

し
や
す
く
な
る
と
考
え
て
い

る
。
令
和
４
年
度
に
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
地
域
公

施政方針について
①アクションプランの提示

②デジタル化推進
高齢者の交通対策について

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
高
齢
者
以
外
も
含
め
た

交
通
弱
者
目
線
で
の
ニ
ー
ズ

を
洗
い
出
し
、
新
た
な
地
域

公
共
交
通
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
施
政
方
針
で
８
つ
の

　
　
　
目
標
を
掲
げ
、
そ
の

ト
ッ
プ
に
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
交
通
対
策
を
う
た
っ
て

い
る
。
交
通
弱
者
に
対
す
る

交
通
対
策
や
福
祉
バ
ス
な
ど

の
拡
充
を
し
て
い
く
と
と
も

に
町
に
は
、
路
線
バ
ス
会
社

が
2
社
。
タ
ク
シ
ー
会
社
が

2
社
あ
る
の
で
、
民
間
業
者

と
の
連
携
を
強
め
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
学
校
統
合
が
進
む

こ
と
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
も
増
え
る
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
踏
ま
え
今
後
の
交
通

対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
。

　
ま
た
、
町
で
運
営
し
て
い

る
福
祉
バ
ス
、
外
出
支
援
バ

ス
の
拡
充
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

　
公
共
交
通
以
外
に
も
、
交

通
弱
者
、
体
力
の
な
い
方
を

助
け
る
方
法
は
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
色
々
な
意
見
や
議

員
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を

ど
の
よ
う
に
形
に
し
助
け
て

い
け
る
か
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
を
も
う
一
度

見
直
し
、
考
え
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
も
活
用
し
な
が
ら

未
来
の
地
域
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

改
め
て
議
会
や
ま
ち
、
地
域

住
民
で
言
葉
を
交
わ
せ
る
場

を
持
ち
た
い
。

専
用
サ
イ
ト
の
利
用
方
法
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
①
民
間
企
業
と
包
括

　
　
　
連
携
協
定
を
結
ん
で
、

事
業
を
進
め
て
い
く
と
思
う

が
、
民
間
企
業
と
行
政
の
基

本
的
な
考
え
方
、
仕
事
の
進

め
方
は
違
う
と
思
う
。
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
示
し
、
い

つ
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
る
の
か
わ
か
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

②
施
政
方
針
の
中
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
デ
ジ
タ

ル
化
の
第
一
歩
と
捉
え
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
既
に

持
っ
て
い
る
方
、
新
規
取
得

し
た
方
に
１
人
１
万
円
の
商

品
券
を
配
り
普
及
促
進
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
、
取
得

し
た
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
普

及
は
進
ま
な
い
と
思
う
。
町

独
自
の
取
り
組
み
を
考
え
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
推

進
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
①
地
域
公
共
交
通
計

　
　
　
画
、
農
林
福
連
携
か

ら
始
め
る
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
構
想
な
ど
計
画
の
策
定

を
行
う
案
件
や
既
に
完
成
し

た
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画

に
つ
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

②
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い

て
、
住
民
の
防
災
や
健
康
管

理
、
独
居
老
人
の
見
守
り
の

町
ア
プ
リ
は
素
晴
ら
し
い
施

策
と
思
う
。
機
能
制
限
し
た

モ
バ
イ
ル
を
無
償
提
供
し
、

事
業
を
開
始
と
の
事
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
高
齢
者
に
レ
ク

チ
ャ
ー
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
町
長
　
①
ア
ク
シ
ョ

　
　
　
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

各
種
計
画
に
お
い
て
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ
き
基

　
　
　町
長
　
①
町
民
に
提

　
　
　
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

し
っ
か
り
と
形
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
示
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間

企
業
の
参
入
も
考
え
ら
れ
る

し
、
今
後
、
様
々
な
行
政
手
続

き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る

中
で
本
人
確
認
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
公
的

な
最
高
位
の
本
人
確
認
ツ
ー

ル
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
が
行
政

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
カ

ギ
を
握
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
来
年
度
コ
ン
ビ
ニ
で
印
鑑

証
明
と
住
民
票
を
交
付
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
す

る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
来
年
度
、
１
人
１
万
円

の
商
品
券
を
配
付
す
る
事
業

を
展
開
す
る
決
断
を
し
た
。

新
た
な
地
域
公
共
交
通
を

検
討
し
て
い
く

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

生
き
る
力
を
育
む
町
へ
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ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

　
　
　
市
構
想
（
以
下
「
構

想
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

い
よ
い
よ
構
想
を
仕
上
げ
る

段
階
に
入
る
。
こ
の
構
想
は

町
づ
く
り
の
基
本
に
な
る
と

考
え
る
の
で
、
そ
の
根
幹
に

食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

と
い
う
考
え
を
盛
り
込
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
町
内
の
バ
イ

　
　
　
オ
マ
ス
資
源
は
、
農

業
系
と
木
質
系
に
お
い
て
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
最
大
限
の
活
用
で

好
循
環
を
生
み
出
す
事
に
よ

り
、
S
D
G
ｓ
や
脱
炭
素
社

会
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
す

る
。

　
こ
の
構
想
策
定
の
根
底
に

は
自
然
環
境
が
適
切
に
保
全

さ
れ
る
事
で
、
次
世
代
に
守

り
伝
え
て
い
く
事
の
大
切
さ

も
含
ま
れ
て
い
る
。
農
地
を

保
全
す
る
こ
と
は
食
糧
の
安

定
供
給
に
寄
与
す
る
事
で
あ

り
、
結
果
的
に
「
希
望
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
生

き
る
力
を
育
む
町
へ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
繋
が
る
。

　
議
員
の
ご
指
摘
の
通
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
の
自
給
に

関
し
て
は
、
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
構
想
に
盛
り
込
め
る
よ

う
に
話
し
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
少
子
高
齢
化
、
人
口

　
　
　
減
少
、
避
け
て
は
通

れ
な
い
問
題
だ
が
、
特
に
高

齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の

方
々
の
不
安
は
、
多
岐
に
渡

る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
特

に
生
活
の
糧
、
年
金
が
少
な

い
、
高
齢
者
雇
用
の
環
境
は

整
っ
て
い
な
い
な
ど
生
活
面

に
心
配
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
頂

く
た
め
に
生
活
応
援
施
策
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　
町
長
　
町
と
し
て
も
、

　
　
　
「
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
け
る
生
き
る
力
を

育
む
町
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
お
り
、
高
齢
化
対

策
に
つ
い
て
も
健
康
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
様
々
な
事
業
に

い
っ
て
も
高
齢
に
な
れ
ば
仕

事
も
で
き
な
い
。
生
活
の
糧

は
年
金
だ
け
と
な
り
、
厳
し

い
生
活
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
人
が
多
々
出
て
く
る
。

　
町
は
、
高
冷
地
の
北
軽
井

沢
、
応
桑
地
区
が
あ
り
、
冬

の
灯
油
代
が
か
か
り
、
寒
く

て
も
節
約
し
て
い
る
高
齢
者

家
庭
が
あ
る
の
で
、
灯
油
券

（
商
品
券
）
の
配
布
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
高
齢
者
だ
け

　
　
　
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
、
例
え
ば
子
育
て
世

代
の
中
に
も
大
変
な
人
は
い

る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
の
交
付
金
を
活
用
し
て

町
民
１
人
に
４
回
４
万
円
分

の
商
品
券
を
お
配
り
し
た
。

４
回
で
約
２
億
２
千
万
円
の

支
出
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

町
に
継
続
し
て
支
援
し
て
い

く
財
政
力
が
あ
れ
ば
よ
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
私
は
老
子

の
言
葉
の
よ
う
に
、
お
腹
が

す
い
て
い
る
人
に
は
、
「
魚

バイオマス産業都市構想に食料・
エネルギーの自給と素晴らしい環
境は未来の子ども達への贈り物だ
という基本哲学を盛り込むべき

高齢者支援の拡充について

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
高
齢
化
社
会
に
移
行

　
　
　
し
つ
つ
あ
り
、
高
齢

社
会
を
支
え
る
体
制
整
備
を

国
で
は
全
世
代
型
社
会
保
障

検
討
会
議
を
設
置
し
、
人
生

1
0
0
年
時
代
の
到
来
を
見

据
え
な
が
ら
、
高
齢
者
だ
け

で
は
な
く
、
子
供
た
ち
、
子

育
て
世
代
、
現
役
世
代
ま
で

広
げ
て
持
続
可
能
な
改
革
を

検
討
し
方
針
を
決
定
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
生

1
0
0
年
時
代
の
到
来
と

を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
魚

の
釣
り
方
を
教
え
る
」
と
い

う
よ
う
な
考
え
方
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
の
町
で
す
ご
く
良
い
動

き
が
あ
る
の
で
紹
介
さ
せ
て

頂
き
た
い
。
高
齢
者
で
は
な

く
、
知
的
障
害
者
（
や
ま
ど

り
）
の
方
々
の
話
だ
が
、
数

年
前
ま
で
は
、
部
屋
の
中
で

お
饅
頭
の
箱
作
り
等
の
作
業

を
し
て
い
た
が
、
今
は
町
内

の
観
光
事
業
の
企
業
、
ホ
テ

ル
や
農
家
で
受
け
入
れ
て
も

ら
い
、
清
掃
や
キ
ャ
ベ
ツ
の

箱
づ
く
り
に
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
市
場
原
理
主
義
、
合

理
主
義
や
生
産
性
だ
け
を
考

え
る
よ
う
な
方
た
ち
に
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
う
が
、

こ
れ
か
ら
は
行
政
だ
け
で
な

く
町
に
あ
る
企
業
や
農
家
な

ど
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
い

て
、
地
域
や
高
齢
者
、
さ
ら

に
は
子
ど
も
達
も
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
好
循
環
と
い
う
考
え

　
　
　
方
は
大
事
だ
が
、
そ

れ
以
前
に
町
が
自
立
し
て
い

く
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
戴

き
た
い
。
ダ
ム
が
完
成
し
、

こ
の
先
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
町
の
取
り
組
み
が
将

来
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
あ

る
と
い
う
理
念
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
構
想
計
画
を
立
て

る
以
上
、
町
が
事
業
主
体
と

し
て
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
た

め
の
施
設
を
建
設
し
、
町
民

に
利
益
が
行
き
渡
る
仕
組
み

作
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

民
間
企
業
と
協
力
し
て
、
民

間
に
任
せ
て
い
る
以
上
は
限

界
が
あ
り
、
町
が
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
。
そ
こ
を
町
長
３
期

目
に
他
力
本
願
で
は
な
く
自

力
で
や
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
施
政
方
針
で

　
　
　
示
し
た
８
つ
の
目
標

を
乗
り
越
え
「
生
き
る
力
を

育
む
町
」
を
作
り
、
「
私
た

ち
は
こ
の
地
域
の
魅
力
と
町

を
愛
す
る
心
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
宣
言
と
と
も
に
、
畜

産
業
、
耕
種
農
業
、
林
業
等

の
第
一
次
産
業
を
守
っ
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
発
電
所
な
ど
町
が

主
体
に
な
っ
て
運
営
を
し
て

い
く
施
設
建
設
等
は
今
現
在

考
え
て
い
な
い
。
北
軽
井
沢

に
あ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施

設
は
お
よ
そ
７
０
０
世
帯
分

の
電
気
を
発
電
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
例
え
ば
そ
れ
を
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時

も
使
用
で
き
る
よ
う
な
オ
フ

グ
リ
ッ
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
れ
ば
、
ま
さ
に
電
力

を
地
産
地
消
す
る
町
と
な
り
、

素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　
国
や
県
の
支
援
を
頂
き
長

期
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
構
想
は
町
の
資
源
や

環
境
を
最
大
限
に
利
用
し
て

好
循
環
を
生
む
の
が
目
的
で

あ
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
な
の
で
、
様
子
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

脱炭素社会とは？

⇒地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量「実質ゼロ」を目指す

　社会のこと。

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
の
地
域
の
魅
力
と

町
を
愛
す
る
心
を
忘
れ
な
い



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１　  １４１５　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１３１

牧山　　明　議員
まきやままきやま あきら

大羽賀　進　議員
おおはが すすむ

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

　
　
　
市
構
想
（
以
下
「
構

想
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

い
よ
い
よ
構
想
を
仕
上
げ
る

段
階
に
入
る
。
こ
の
構
想
は

町
づ
く
り
の
基
本
に
な
る
と

考
え
る
の
で
、
そ
の
根
幹
に

食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給

と
い
う
考
え
を
盛
り
込
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
町
内
の
バ
イ

　
　
　
オ
マ
ス
資
源
は
、
農

業
系
と
木
質
系
に
お
い
て
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
最
大
限
の
活
用
で

好
循
環
を
生
み
出
す
事
に
よ

り
、
S
D
G
ｓ
や
脱
炭
素
社

会
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
す

る
。

　
こ
の
構
想
策
定
の
根
底
に

は
自
然
環
境
が
適
切
に
保
全

さ
れ
る
事
で
、
次
世
代
に
守

り
伝
え
て
い
く
事
の
大
切
さ

も
含
ま
れ
て
い
る
。
農
地
を

保
全
す
る
こ
と
は
食
糧
の
安

定
供
給
に
寄
与
す
る
事
で
あ

り
、
結
果
的
に
「
希
望
を

も
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
生

き
る
力
を
育
む
町
へ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
繋
が
る
。

　
議
員
の
ご
指
摘
の
通
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
の
自
給
に

関
し
て
は
、
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
構
想
に
盛
り
込
め
る
よ

う
に
話
し
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
少
子
高
齢
化
、
人
口

　
　
　
減
少
、
避
け
て
は
通

れ
な
い
問
題
だ
が
、
特
に
高

齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の

方
々
の
不
安
は
、
多
岐
に
渡

る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
特

に
生
活
の
糧
、
年
金
が
少
な

い
、
高
齢
者
雇
用
の
環
境
は

整
っ
て
い
な
い
な
ど
生
活
面

に
心
配
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
頂

く
た
め
に
生
活
応
援
施
策
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　
町
長
　
町
と
し
て
も
、

　
　
　
「
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
け
る
生
き
る
力
を

育
む
町
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
お
り
、
高
齢
化
対

策
に
つ
い
て
も
健
康
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
様
々
な
事
業
に

い
っ
て
も
高
齢
に
な
れ
ば
仕

事
も
で
き
な
い
。
生
活
の
糧

は
年
金
だ
け
と
な
り
、
厳
し

い
生
活
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
人
が
多
々
出
て
く
る
。

　
町
は
、
高
冷
地
の
北
軽
井

沢
、
応
桑
地
区
が
あ
り
、
冬

の
灯
油
代
が
か
か
り
、
寒
く

て
も
節
約
し
て
い
る
高
齢
者

家
庭
が
あ
る
の
で
、
灯
油
券

（
商
品
券
）
の
配
布
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
高
齢
者
だ
け

　
　
　
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
、
例
え
ば
子
育
て
世

代
の
中
に
も
大
変
な
人
は
い

る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

関
係
の
交
付
金
を
活
用
し
て

町
民
１
人
に
４
回
４
万
円
分

の
商
品
券
を
お
配
り
し
た
。

４
回
で
約
２
億
２
千
万
円
の

支
出
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

町
に
継
続
し
て
支
援
し
て
い

く
財
政
力
が
あ
れ
ば
よ
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
私
は
老
子

の
言
葉
の
よ
う
に
、
お
腹
が

す
い
て
い
る
人
に
は
、
「
魚

バイオマス産業都市構想に食料・
エネルギーの自給と素晴らしい環
境は未来の子ども達への贈り物だ
という基本哲学を盛り込むべき

高齢者支援の拡充について

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
高
齢
化
社
会
に
移
行

　
　
　
し
つ
つ
あ
り
、
高
齢

社
会
を
支
え
る
体
制
整
備
を

国
で
は
全
世
代
型
社
会
保
障

検
討
会
議
を
設
置
し
、
人
生

1
0
0
年
時
代
の
到
来
を
見

据
え
な
が
ら
、
高
齢
者
だ
け

で
は
な
く
、
子
供
た
ち
、
子

育
て
世
代
、
現
役
世
代
ま
で

広
げ
て
持
続
可
能
な
改
革
を

検
討
し
方
針
を
決
定
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
生

1
0
0
年
時
代
の
到
来
と

を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
魚

の
釣
り
方
を
教
え
る
」
と
い

う
よ
う
な
考
え
方
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
の
町
で
す
ご
く
良
い
動

き
が
あ
る
の
で
紹
介
さ
せ
て

頂
き
た
い
。
高
齢
者
で
は
な

く
、
知
的
障
害
者
（
や
ま
ど

り
）
の
方
々
の
話
だ
が
、
数

年
前
ま
で
は
、
部
屋
の
中
で

お
饅
頭
の
箱
作
り
等
の
作
業

を
し
て
い
た
が
、
今
は
町
内

の
観
光
事
業
の
企
業
、
ホ
テ

ル
や
農
家
で
受
け
入
れ
て
も

ら
い
、
清
掃
や
キ
ャ
ベ
ツ
の

箱
づ
く
り
に
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
市
場
原
理
主
義
、
合

理
主
義
や
生
産
性
だ
け
を
考

え
る
よ
う
な
方
た
ち
に
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
う
が
、

こ
れ
か
ら
は
行
政
だ
け
で
な

く
町
に
あ
る
企
業
や
農
家
な

ど
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
い

て
、
地
域
や
高
齢
者
、
さ
ら

に
は
子
ど
も
達
も
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
好
循
環
と
い
う
考
え

　
　
　
方
は
大
事
だ
が
、
そ

れ
以
前
に
町
が
自
立
し
て
い

く
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
戴

き
た
い
。
ダ
ム
が
完
成
し
、

こ
の
先
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
町
の
取
り
組
み
が
将

来
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
あ

る
と
い
う
理
念
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
構
想
計
画
を
立
て

る
以
上
、
町
が
事
業
主
体
と

し
て
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
た

め
の
施
設
を
建
設
し
、
町
民

に
利
益
が
行
き
渡
る
仕
組
み

作
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

民
間
企
業
と
協
力
し
て
、
民

間
に
任
せ
て
い
る
以
上
は
限

界
が
あ
り
、
町
が
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
。
そ
こ
を
町
長
３
期

目
に
他
力
本
願
で
は
な
く
自

力
で
や
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
施
政
方
針
で

　
　
　
示
し
た
８
つ
の
目
標

を
乗
り
越
え
「
生
き
る
力
を

育
む
町
」
を
作
り
、
「
私
た

ち
は
こ
の
地
域
の
魅
力
と
町

を
愛
す
る
心
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
宣
言
と
と
も
に
、
畜

産
業
、
耕
種
農
業
、
林
業
等

の
第
一
次
産
業
を
守
っ
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
発
電
所
な
ど
町
が

主
体
に
な
っ
て
運
営
を
し
て

い
く
施
設
建
設
等
は
今
現
在

考
え
て
い
な
い
。
北
軽
井
沢

に
あ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施

設
は
お
よ
そ
７
０
０
世
帯
分

の
電
気
を
発
電
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
例
え
ば
そ
れ
を
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時

も
使
用
で
き
る
よ
う
な
オ
フ

グ
リ
ッ
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
れ
ば
、
ま
さ
に
電
力

を
地
産
地
消
す
る
町
と
な
り
、

素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　
国
や
県
の
支
援
を
頂
き
長

期
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
構
想
は
町
の
資
源
や

環
境
を
最
大
限
に
利
用
し
て

好
循
環
を
生
む
の
が
目
的
で

あ
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
な
の
で
、
様
子
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
。

脱炭素社会とは？

⇒地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量「実質ゼロ」を目指す

　社会のこと。

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
の
地
域
の
魅
力
と

町
を
愛
す
る
心
を
忘
れ
な
い



● 議会の主な活動 ●

　　 群馬県議会新春交流会

５日 上毛新聞社新年交歓会

　　 吾妻郡賀詞交換会

６日
 長野原町消防団出初め式

　　 長野原町新年交歓会

９日 成人式

18日 国県道改良等促進特別委員会

20日 小口資金等融資審査会

1 月
２日 議会運営委員会

８日

 へき地診療所運営協議会
　　　　（書面開催）

 国民健康保険運営協議会
　　　　（書面開催）

2 月

９日
 八ッ場ダム水源地域

　　　　ビジョン協議会（書面開催）

10日 優良農業後継者表彰式

15日
 全員協議会

 ２月議会臨時会

17日
 群馬県町村議会議長会

　　　　定期総会（オンライン）

22日 議会運営委員会

25日
 令和４年吾妻広域町村圏

　　　　振興整備組合議会
　　　　第１回定例会（１日目）

２日
 全員協議会

 ３月議会定例会１日目

９日 ３月議会定例会２日目

16日 ３月議会定例会３日目

3 月

 環境衛生施設組合議会

17日 衛生施設組合議会

 西吾妻福祉病院組合議会

18日 社会福祉協議会理事会

25日
 令和４年吾妻広域町村圏

　　　　振興整備組合議会
　　　　第１回定例会（２日目）

編
集
後
記

　
春
の
香
り
に
心
躍
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
入
園
、
入
学
な
ど
新
し
い

生
活
が
始
ま
り
期
待
に
胸
が

膨
ら
み
ま
す
。

　
３
月
定
例
議
会
で
は
令
和

４
年
度
の
町
長
施
政
方
針
が

提
出
さ
れ
、
「
繋
ぐ
」
「
育

て
る
」
を
最
大
の
テ
ー
マ
と

し
、
８
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
８
つ
目
の
目
標
に
は
、

「
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て

い
け
る
地
域
づ
く
り
」
と
あ

り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
す
が

だ
か
ら
こ
そ
未
来
に
希
望
を

持
ち
続
け
た
い
と
願
う
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　
不
安
に
負
け
ず
、
希
望
あ

る
未
来
の
た
め
に
議
会
一

同
、
本
年
度
も
決
意
を
も
っ

て
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。

（
Ｈ
Ｋ
）

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　大
羽
賀

　進

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

２月臨時会や３月定例会の内容をお伝えします
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 令和４年２月１７日、群馬県町村議会議長会総会に

て一般表彰（議長、副議長４年以上在職者）が行わ

れ、本町議会より黒岩議長と浅沼議員が表彰されま

した。大変おめでとうございます。

 令和４年１月１８日、国県道改良等促進特別

委員会による町内道路整備事業（県事業）現

地視察を実施しました。

　今回の調査では中之条土木事務所長野原事

業所長の案内で、県道嬬恋応桑線小宿橋工区

の現地視察を行い、進捗状況などを確認しま

した。
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発
行
：
長
野
原
町
議
会

長
野
原
町
議
会
だ
よ
り

群馬県町村議会議長会表彰を受賞

令
和
４
年
４
月
第
１
３
１
号

令
和
４
年
４
月
２
５
日
発
行

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

国県道改良等促進特別委員会

浅沼議員 黒岩議長

表紙：北軽井沢小学校卒業式

　令和４年３月２４日（木）に長野原町内の小学校で卒業式
が行われ、卒業生たちは、涙と笑顔で学び舎に別れを告げ
ました。今年の町内小・中学校の卒業生は、小学校３５名、
中学校４０名でした。


